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地震の前に高度 300 km 付近の電

離圏のプラズマ（イオンと電子の

塊）が増加や減少することがある

と言われています注．その現象を引

き起こす有力なメカニズムとして

(1) 地震前にラドンが地中から放

出され，(2) そのラドンからの放

射線により大気中のクラスタイオ

ンが増加し大気の電気伝導度が変

化し，(3) 大気電場が変わること

で，(4) 電離圏 プラズマが変動す

るという仮説があります．今回の

原発事故で放射性物質が放出され

たことで，強い放射線が観測されました．放射線の発生場所と強さがよく分かっている今

回のケースで原発上空の電離圏を調べることはこの仮説を検証することになります．本研

究の結果により，電離圏には原発事故に関連すると思われる大きな擾乱は検出されません

でしたので，この仮説に対しては否定的な結果となりました． 

 

注：この現象自体，まだはっきり分かっていません． 

 


